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Ｑ＆Ａ ポンプについて①
ＡＱ

潤滑ピニオンに油・グリースを充填させてから使⽤してください。
また、配管が正確にセットされているか確認してから電源をONしてください。ポンプを作動させる際の注意点はありますか？

取扱説明書に記載している表より算出ください。適切な潤滑量はいくつですか？
エラー1: カートリッジが空になっています。
対応：カートリッジを交換してください。

エラー2: 背圧が７０Bar（7MPa）以上になっています。
対応：配管内で詰まりが無いか確認してください。
チューブの⻑さ、および使⽤しているグリースが適切か確認
してください。確認作業が終了し原因を取り除いたあとは、
電源を切って再度電源をONし、適切に起動されたか確認をしてください。

エラー３: 低電圧になっています。
対応：電源供給状態を確認して、再起動してください。

エラー4：深刻なエラー
対応：フレックスポンプを取外し、販売元へ送付ください。

エラーメッセージが出ています。どのように対処す
れば良いですか？

吐出量によりますが、短くて半年、最⼤２年程度です。バッテリーの交換時期は？
吐出量によりますが、短くて半年、最⼤３年程度です。カートリッジの交換時期は？
潤滑ピニオンは問題ございません。使⽤されるグリースによっては運転スピードが早
すぎると⾶散する可能性がございます。NLGI１以上であれば7m/secは問題ございま
せん。

運転スピードが7m/secで使⽤できますか？

ポンプ側⾯にあるφ6.6×2が取付⽳で、設置する箇所にボルトで固定します。
ポンプは全⽅向に取付が可能で、直接取り付けるかL字プレートや平プレートを利⽤
して間接的に取り付けてください。

ポンプはどのように取り付けるのですか？

利⽤できません。エアーポンプとしても利⽤できますか？
カタログに記載のない運転内容の為、できないとの回答になります。逆回転（吸引）での運転は可能ですか？
北⽶ではAndantex USA. Incにて⼊⼿可能です。アメリカでの調達は可能ですか？



Ｑ＆Ａ ポンプについて②
ＡＱ

UL、cULに関しては⾮対応となります。
ULとは： Underwriers laboratories Inc.の略称。そこが作った安全規格であり、
UL規格に合格した製品の安全性は⽶国内では⾼く評価されている。
cULはULが認証するCSA（Canadian Standard Association）と同等のカナダ向け
の製品に対する電気製品、⽯油燃焼機器類の安全規格です。
※カナダでの販売する場合はcUL、CSAの認定品でなければなりません。

CEの適合マークはついているが、UL、cULなどアメ
リカ規格には適合と考えてよいか

IEC規格 60529（JIS C 0920）にて規定された外来固形物侵⼊や⽔の侵⼊に対する
保護等級の規格です。
フレックスポンプは IP54 の商品です。

防塵・防⽔クラス
IP54：防じん形、⽔の⾶まつに対して保護する。
IP67：耐じん形、⽔に浸しても影響がないように保護する。

防塵・防⽔クラスIP54とはどのようなものですか？

エラー信号は受信可能です。エラー状況はポンプのディスプレイで確認ください。
詳しくは 取扱説明書 P56 をご確認ください。

フレックスポンプ(DC24V)のエラーメッセージは出
⼒信号として受信できるのか

最低-10℃を推奨しています。
温度が下がるにつれ粘度があがり動作が不確かになるためです。

氷点下環境にて使⽤可能ですか？

グリス吐出量の設定後はポンプの起動・停⽌をプログラミングキーで⾏わなくても⼤
丈夫です。

グリス吐出量設定後はコントロールボックスからポ
ンプの起動、停⽌ができるということですか。

取扱説明書 p22 をご覧ください。ポンプの設定⽅法を知りたい。

RoHS指令適合品です。ポンプはRoHS指令適合品ですか。



Ｑ＆Ａ 構成部品について①
ＡＱ

特殊対応になりますが製作可能です。 ※数量は5個から対応いたします。潤滑ピニオンでCP15、CP20は製作可能ですか？
購⼊可能です。
※チューブコネクタ、潤滑⻭⾞⽤マウント軸を合わせてご利⽤ください。潤滑ピニオンだけの購⼊はできますか？

許容差を設けず、組付け時に調整できるよう設計ください。
組⽴距離に許容差を設けず、組付ける際に微調整する⽅法が⼀般的です。

潤滑ピニオンのマウント軸の組⽴距離の許容差はど
れくらいですか。

別冊の潤滑ピニオン取付けガイドを確認ください。潤滑ピニオンのセッティング⽅法を教えてください。
潤滑ピニオンの追跡管理は⾏っておりません。
潤滑ピニオン(ポリウレタンフォーム)は、直射⽇光の当たらない20℃
前後の環境で保存した場合、約50年は経年劣化しないため、
潤滑ピニオンの追跡管理・製造ロット管理を⾏っておりません。

潤滑ピニオンのトレーサビリティは⾏われています
か？

R30mmが最⼩です。チューブの最⼩曲げ半径はいくつですか？
最⼤10mです。尚、ポンプの取付け⽅向は左右、天地関係ございません。チューブの⻑さに制限はありますか？
グリースF01の場合
ポンプから分配器までが最⼤2m、分配器から潤滑ポイントまでが最⼤8mです。
グリース F03の場合
ポンプから分配器までが最⼤2m、分配器から潤滑ポイントまでが最⼤6mです。

4分岐、チューブ⻑さ10mで使⽤する場合の注意点は
ありますか？

問題ございません。ただし、ちょう度がNLGI Class０以上のグリースを推奨致しま
す。
※空カートリッジを購⼊頂き、それにグリースを充填して頂く必要があります。

グリースは純正品でなければいけませんか？

F02（NSF H1グレード）が該当グリースです。
詳しくは NSF H1グレードとは、F02テクニカルデータシートを参照ください。⾷品加⼯機械⽤のグリースはありますか？

⽤途別に5種類（F01含む）のラインナップです。詳細は下記ラインナップをご覧く
ださい。
F01：⻭⾞⽤グリース
F02：⾷品機械⽤グリース
F03：⻭⾞＆リニアガイド⽤グリース
F04：耐⽔＆防⾷⽤グリース
F05：⻭⾞⽤⾼性能グリース

F01以外のグリースはどのようなものがありますか？



Ｑ＆Ａ 構成部品について②
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分配器を使⽤して複数箇所に潤滑する場合、判断の基準となるのは背圧が
70bar(7MPa)を超えないかどうかです。
グリースの硬さ、配管⻑さ等によりますので⼀概に判断は難しいです。
１⼝の場合、分配器を使⽤した４潤滑点までを制限⽬安としています。
これは経験上問題を起こしていない条件とのことでした。４点x１０mです。

分配器は何⼝まで使⽤できますか？

対応可能です。
※吐出⼝が4⼝以上必要な場合は分配器をご利⽤になるか、ポンプの台数を増やして
ください。
※推奨はF03グリースです。

他の部品（ボールねじナット、リニアブロック、
（ボール）ベアリング）へもグリース供給できませ
んか。

純正品のご利⽤をお勧めします。他社製品を利⽤した場合は保証対象外となります。チューブや分配器は純正品でなければいけません
か？

製品の保証期間は、当社が出荷した⽇（以下「出荷⽇」）より起算して1年間となり
ます。製品の保証期間について

グリースF01が上記制度の対象となります。（その他の製品はすべて対象外です）
したがって、グリスが封⼊されている
①グリースカートリッジGC-F01 
②チューブT-6X4 が対象製品となります。
※ポンプにGC-F01をセットして出荷する際は申告する必要があります。
※グリースF01のSDSが必要な場合は購⼊先にお問合せください。

化管法SDS制度の対象になる製品はありますか？

製品はすべて⾮該当商品となります。製品の該⾮判定書がほしい。
WEBページ及びカタログをご覧ください。
URL: https://g-lube.com/en/lubrication/lubricators/lubricus-en/⾃動潤滑システムの他のラインナップを知りたい。

3D・2Dデータは下記URLより ダウンロードください。

https://www.khkgears.co.jp/khk_products/dls.html
CADデータ（3D・2D）データが欲しい。



潤滑ピニオン耐久試験
Q、潤滑ピニオンの耐久テストは行っていますか？

A、潤滑ピニオンの耐久テストは行っておりません。
潤滑ピニオンの寿命は主に稼働ストローク、周速、加速度等の稼働状況、
及び周辺温度・稼働環境に大きく依存するため、限定した稼働状況・稼働
環境を仮定した耐久テストは行っておりません。

ご参考までに、各装置の交換目安は次の通りです。
ポンプ交換
・5,6回のカートリッジ交換後、吐出シグナル12000回経過後、5年毎
潤滑ピニオン交換
・３年毎(６ヶ月おきの目視検査を推奨)
チューブ交換
・5年毎
潤滑ローラー交換
・2年毎
潤滑スプロケット交換
・3年毎



トラブルシューティング



トラブルシューティング①
【自動潤滑ポンプにおけるエラー】
ポンプによる潤滑剤吐出に何らかの問題がある場合、ポンプ機能は停止します。ディスプレイ

のエラー表示またはエラー信号発信により異常を確認できます。

E1：カートリッジ空シグナル
➡カートリッジを交換してください。

E2：背圧エラーシグナル
➡吐出に70bar以上の圧力が発生していることを検知し、過圧状態を警告しています。過圧が解消されるまで
ポンピング機能を停止します。原因と対処法は次ページを参照してください。

※事前にご確認ください
‐チューブ長さ、ポンプ型式に対応するグリス粘度を守って使用してください。
※カタログ・取扱説明書に記載があります。ご不明点がございましたらお問い合わせください。

‐ポンプ型式に対応した継手・チューブ等を使用してください。

‐他社製の継手、チューブ等を使用した場合や改造した場合、自動潤滑ポン
プの故障は保証範囲外となりますのでご了承ください。



トラブルシューティング①
対処方法主な原因

推奨チューブ長さを確認してください(取扱説明書参照)。チューブが長すぎる

ポンプ型式に適した粘度の潤滑剤を使用してください。潤滑剤の粘度が硬すぎる

チューブが折れ曲がっていないか、破損していないかを確認
してください。
チューブの最小曲げ半径は30mmです。

チューブ内でグリスが固着している

継手もしくは継手周辺でグリスが固着していないか確認してく
ださい。

継手内でグリスが固着している。

吐出口を取り外し・改造した場合、粉塵等がピストンポンプ内
部に侵入しポンピングが故障する可能性があります。絶対に
取り外さないでください。

吐出口の取り外し・改造をしている

他社製の継手部品等を使用した場合、ピストンポンプ構造に
異常が発生する可能性があります。その際、保証対象外とな
りますのでご了承ください。

純正品以外の継手・チューブ等を使用している

特に粘度の高いグリスを使用している場合、長時間ポンプを
稼働させていないと環境温度等によりピストンポンプ内のグ
リスが固着する恐れが稀にあります。

ポンプを長時間停止している

組立には特殊工具が必要となります。分解しないでください。
分解した場合保証対象外となりますのでご了承ください。

ポンプを分解している



トラブルシューティング②
【潤滑ピニオンにおけるトラブル】
潤滑ピニオンを取り付ける際は、事前に取付マニュアルに記載された注意事項に留意して取

り付けてください。

対処方法主な原因トラブル

取付マニュアルを参照稼働前のオイルによる事前潤滑不足

早期破損
早期摩耗

取付マニュアルを参照駆動ピニオンとのバックラッシュが小さすぎる

移動・回転方向に対して垂直に正確に取り付
けられているか確認してください。

取り付け状態の問題

直接水が流れ込むような環境下で使用しない
でください(高湿度は問題ありません)。

直接水が流れ込むような環境下で使用してい
る。

直射日光に当たる環境下で使用しないでくだ
さい。

直射日光が当たる環境下で保管・使用してい
る。

必ず潤滑剤を充填させてから使用してくださ
い。

ドライ状態で使用している。

7m/sec以内で使用してください。稼働時の周速が早すぎる。



トラブルシューティング②
【潤滑ピニオンにおけるトラブル】
潤滑ピニオンを取り付ける際は、事前に取付マニュアルに記載された注意事項に留意して取

り付けてください。

対処方法主な原因トラブル

移動・回転方向に対して垂直に正確に取り付け
られているか確認してください。

取り付け状態の問題

潤滑ムラの
発生

取付マニュアルを参照稼働前のオイルによる事前潤滑不足

特に粘度の高いグリスを使用している場合、長
時間ポンプを稼働させていないと重力によりピニ
オン底部にグリスが集中しムラとなる現象が稀に
起こります。

ポンプを長時間停止している


